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気象庁における温暖化予測情報業務

気象庁では、平成8年度から数年ごとに、最新の気候モデルによる
予測実験結果を公表している
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2020年12月には、日本の気候変動について、これまでに観測された事
実や、水平分解能5kmの温暖化予測データ結果による将来予測をとり
まとめ、「日本の気候変動2020」として文部科学省とともに公表した

地球温暖化に伴う
気候変動の影響評価

緩和策及び適応策の策定

地球温暖化に関する
科学的知見の普及・啓発

日本における気候変動対策の
効果的な推進に資する目的

2022年2～3月には各地方・
都道府県版のリーフレット
も公表



「気候予測データセット2022」
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「気候予測データセット2022（DS2022）」
• 日本における気候変動対策がより促進されるよう、国内の気
候変動研究プログラム等において作成された気候変動予測
データを取りまとめ、公開したデータセット。

• 内容、利用上の注意点等をまとめた解説書も同時公開。

https://diasjp.net/ds2022/

文部科学省及び気象庁
2022/12/22 公開



「気候予測データセット2022」
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気象庁では、DS2022の一つとして「日本域気候予測データ」
を作成・提供している
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「日本域気候予測データ」
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• 気象研究所が開発したNHRCM05/02によるRCP8.5及びRCP2.6シナリオに基づ
く将来予測計算の結果を、気象庁が解析した日本の気候予測データ

モデル格子点データ（binary形式）
• NHRCM05/02から東西南北30/20格子を額縁格子

として設定し除外
• 将来気候については、4メンバー平均も作成
• 期間統計（日・月・季節・年）のデータも作成

温暖化予測モデル結果

観測地点データ（csv形式）
• 線形関係を仮定した方法でバイアス補正
• 気温と降水については階級別日数（猛暑日、日

降水量200mm以上など）のデータを作成
地域気象観測システム（アメダス）

データ

気候予測データセット2022解説書 第2章より

※地上気温、降水、雪の要素を提供

日本域気候予測データ



「日本域気候予測データ」
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NHRCM05とは異なり、NHRCM02で
は都市キャノピーモデルを使用し、
積雲対流スキームを含まない

予測計算の概要

気候予測データセット2022解説書 第2章より



「日本域気候予測データ」

バイアス補正手法

• 全国のアメダス地点を対象

• 観測値とモデル格子点の現在気候再現値が線形関係にあると仮定し、最小自乗
法により補正係数を求めて補正する

• バイアス補正は、日別気温、時別降水量、年最深積雪・降雪量に適用する
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1. 現在気候期間において、観測値(Xobs)と各観測地点に対応するモデル値

(Xmdl) を地点別に多い方から並び替える（月毎：日別気温、時別降水量; 年

毎：年最深積雪・降雪量）

2. Xobs と Xmdlが線形関係にあると仮定し、最小自乗法により補正係数を求め

て補正を行う



「日本域気候予測データ」
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バイアス補正後の結果

5km, 2kmとも、バイアス補正により再現性が改善

y=x
バイアス補正前＋
バイアス補正後＋

日別平均気温 (℃) 年降水量 (mm) 年降雪量 (mm)
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「日本域気候予測データ」
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バイアス補正後データによる将来変化の解析

猛暑日・真夏日・夏日・熱帯夜は全国的に増加する

冬日・真冬日は全国的に減少する

猛暑日の年間日数の変化（日）

2km版

5km版

[日]

* * * * * * * * * * * * * * * *

* * * * * * * * * * * * * * * *

将来変化量

RCP2.6

将来変化量

RCP8.5

* *現在気候

細縦線は年々変動の幅
現在気候：1980-1999年
将来気候：2076-2095年
*は将来変化量が有意な値で
あることを示す

将来変化の統計的な有意性の検定には、
Mann-Whitney 検定を用いた（信頼水準
90%以上なもののみを有意とする）

猛暑日：Tmax≧35℃、真夏日：Tmax≧30℃
夏日：Tmax≧25℃、熱帯夜：Tmin≧25℃
冬日：Tmin<0℃、真冬日：Tmax<0℃
※ここでの熱帯夜は気象庁の定義とは異なる



「日本域気候予測データ」
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バイアス補正後データによる将来変化の解析

猛暑日・真夏日・夏日・熱帯夜は全国的に増加する

冬日・真冬日は全国的に減少する

猛暑日の年間日数の
変化（日）

[日]

増加

2km RCP2.6 2km RCP8.5 真冬日の年間日数
の変化（日）

2km RCP2.6 2km RCP8.5

減少

[日]

4メンバーの傾向が一致
した地点のみ表示（現在
気候及び将来気候ともに
発生しない場合は表示対
象外）

猛暑日：Tmax≧35℃、真夏日：Tmax≧30℃
夏日：Tmax≧25℃、熱帯夜：Tmin≧25℃
冬日：Tmin<0℃、真冬日：Tmax<0℃
※ここでの熱帯夜は気象庁の定義とは異なる



「日本域気候予測データ」
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バイアス補正後データによる将来変化の解析

大雨・短時間強雨の発生回数、年最大降水量は、全国的に概ね有意に増加する

無降水日数はRCP8.5シナリオでは全国的に有意に増加する

将来変化量

RCP2.6

将来変化量

RCP8.5

* *現在気候

細縦線は年々変動の幅
現在気候：1980-1999年
将来気候：2076-2095年
*は将来変化量が有意な値で
あることを示す

1時間降水量50mm以上の1地点あたりの発生回数の変化（回）

2km版

5km版

[回]

* * * * * * * * * * * * * * * *

* * * * * * * * * * * * * * * *

将来変化の統計的な有意性の検定には、
Mann-Whitney 検定を用いた（信頼水準
90%以上なもののみを有意とする）

大雨：日降水量100/200mm以上
短時間強雨：1時間降水量30/50mm以上



「日本域気候予測データ」
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1時間降水量50mm以
上の1地点あたりの発
生回数の変化（回）

減少

[回]

増加

2km RCP8.52km RCP2.6 年最大日降水量の
変化（mm）

2km RCP8.52km RCP2.6

減少

増加

[mm]

4メンバーの傾向が一致
した地点のみ表示（現在
気候及び将来気候ともに
発生しない場合は表示対
象外）

バイアス補正後データによる将来変化の解析

大雨・短時間強雨の発生回数、年最大降水量は、全国的に概ね有意に増加する

無降水日数はRCP8.5シナリオでは全国的に有意に増加する

大雨：日降水量100/200mm以上
短時間強雨：1時間降水量30/50mm以上



「日本域気候予測データ」
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バイアス補正後データによる将来変化の解析

年最深積雪・降雪量は、RCP8.5シナリオの場合、全国的に有意に減少する

 RCP2.6シナリオの場合、北海道を除く本州以南では有意に減少する

将来変化量

RCP2.6

将来変化量

RCP8.5

* *現在気候

細縦線は年々変動の幅
現在気候：1980-1999年
将来気候：2076-2095年
*は将来変化量が有意な値で
あることを示す

将来変化の統計的な有意性の
検定には、Mann-Whitney 検定
を用いた（信頼水準90%以上
なもののみを有意とする）

[cm]

年降雪量の将来変化率（%）

2km版

5km版

* * * * * * * * * * * * * *

* * * * * * * * * * * * * *



「日本域気候予測データ」
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バイアス補正後データによる将来変化の解析

年最深積雪・降雪量は、RCP8.5シナリオの場合、全国的に有意に減少する

 RCP2.6シナリオの場合、北海道を除く本州以南では有意に減少する

[cm]

2km RCP8.52km RCP2.6

増加

減少

年降雪量の将来
変化量（cm）

年最深積雪の将
来変化量（cm）

4メンバーの傾向が一致
した地点のみ表示（現在
気候及び将来気候ともに
発生しない場合は表示対
象外）

2km RCP8.52km RCP2.6

[cm]

増加

減少



「日本域気候予測データ」
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バイアス補正後データによる将来変化の解析

全国または北・東・西日本では、将来変化量がRCP2.6 < RCP8.5。

沖縄・奄美では、、5kmではRCP2.6 > RCP8.5 だが、2kmではRCP2.6 < RCP8.5

 2kmでは他の地方と整合的に ←解析利用地点が5km版では限定的だったことが原因？

1時間降水量50mm以上の1地点あたりの発生回数の変化（回）

2km版

5km版

[回]

* * * * * * * * * * * * * * * *

* * * * * * * * * * * * * * * *

RCP2.6 > RCP8.5 

RCP2.6 < RCP8.5 

解析利用地点

5km版

2km版

差
分

●5km版 ●2km版



「日本域気候予測データ」の利活用事例
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ヤマセ研究会（第17回）発表資料より
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「日本域気候予測データ」の利活用事例

18
ヤマセ研究会（第17回）発表資料より
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「日本域気候予測データ」の利活用事例
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ヤマセ研究会（第17回）発表資料より
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今後の検討課題
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• 本データセットを用いた最新の将来予測評価では、将来変化量を用いている
が（例：「日本の気候変動2020」）、発生確率など他の統計解析により事象
の発生頻度を調べることも可能である。

• ただし、このデータセットはメンバー数が4つと少ないため、稀な現象の発生確
率等の解析に対する信頼性については慎重に検討する必要がある

○年に一度発生
（発生確率）

(低)

(高)

1時間降水量50mm
以上の年発生確率

2km 
RCP8.5

2km
現在気候

[回]

増加

2km RCP8.52km RCP2.6

1時間降水量50mm以
上の1地点あたりの発
生回数の変化（回）

将来変化量 発生確率

ガンベル分布への
フィッティングに
よる推定

※開発中のため、図はイメージです



まとめ

気象庁では以下のような温暖化予測に関わる業務に取り組んでいます

 2020年には、日本の気候変動について、これまでに観測された事実や、
当庁の温暖化予測データによる将来予測（水平分解能5km）をとりまと
めた「日本の気候変動2020」を文部科学省とともに公開しました

 2022年には、水平分解能2kmによる温暖化予測データを「気候予測デー
タセット2022（DS2022）」の一つとして公開しました
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当庁の「日本域気候予測データ」はどなたでもご利用いただけます

 DIASより、利用申請後ダウンロード可能です（利用規約を遵守願います）

データについての詳細・予測結果の特徴は、DS2022の「データセット解説
書」に記載されています

地球温暖化に伴う気候変動の影響評価、緩和策及び適応策の策定等にご利用
いただけましたら幸いです

気候予測データセット2022
• データセット紹介－日本域気候予測データ：https://diasjp.net/ds2022/dataset/ds02.html
• データセット解説書－第2章②日本域気候予測データ： https://diasjp.net/ds2022/manual_chapter2.pdf#page=75 (容量35MB程度)

DIAS－日本域気候予測データ： https://search.diasjp.net/ja/dataset/JMA_GWP9 (ダウンロードページ)
文部科学省及び気象庁－「日本の気候変動2020」：https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ccj/index.html

https://diasjp.net/ds2022/dataset/ds02.html
https://diasjp.net/ds2022/manual_chapter2.pdf#page=75
https://search.diasjp.net/ja/dataset/JMA_GWP9
https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ccj/index.html

